
誘導灯に関する消防法改正の概要 新等級分類１

▼目的▼目的▼目的▼目的

規制の緩和

〇 現状に即した設置の基準

〇 省エネルギーに留意した誘導灯の普及促進

誘導灯に関する消防法改正の概要 新等級分類２

施行規則弟２８条
H11年３月１７日公布（１０月１日施行）

▼ポイント▼ポイント▼ポイント▼ポイント

１．誘導灯の分類が変わる
これまで特例で認めらていた高輝度誘導灯が
加わり、コンパクト化促進の方向

2．誘導灯の設置間隔が変わる
誘導灯設置間隔が広がり、通路誘導灯に影響

３．誘導灯の設置大きさ規制が変わる
誘導灯の大きさ規制の緩和

誘導灯に関する消防法改正の概要 新等級分類３

１．誘導灯の分類が変わる

従来 　　　　　大型・中型・小型

↓↓↓↓

改正後 　　　　　Ａ級・Ｂ級・Ｃ級

Windows
タイプライターテキスト
→山中設備企画室TOPへ戻る

http://setubi.d.dooo.jp/


誘導灯に関する消防法改正の概要 新等級分類４

誘導灯各等級の条件

１）表示面の縦寸法

２）表示面の面積×平均照度

３）表示面平均照度

１．誘導灯の分類が変わる 新等級分類５

表示面の縦寸法の基準

等級 　　　　縦寸法

Ａ級 　　４０ｃｍ以上

Ｂ級 　　２０～４０ｃｍ

Ｃ級 　　１０～２０ｃｍ

１．誘導灯の分類が変わる 新等級分類６

表示面の面積×平均輝度の基準

　　面積×平均輝度

等級 避難口誘導灯 通路誘導灯

Ａ級 ５０以上 ６０以上

Ｂ級 １０以上 １３以上

Ｃ級 １．５以上 ５以上



１．誘導灯の分類が変わる 新等級分類７

表示面の平均輝度の基準

　　面積×平均輝度

等級 避難口誘導灯 通路誘導灯

常 Ａ級 350～800 400～1000

用 cd／㎡ cd／㎡

電 Ｂ級 250～800 350～1000
源 cd／㎡ cd／㎡

Ｃ級 150～800 300～1000

cd／㎡ cd／㎡
100～300 150～400

非常電源　 cd／㎡ cd／㎡

１．誘導灯の分類が変わる 新等級分類８

高輝度
避難口誘導灯 但し、Ｃ級は、矢印無に限る

等級 　　　　　　対応機種

Ａ級 　　　　高輝度４０形

Ｂ級 　　　　高輝度２０Ａ形

　　　　高輝度２０Ｂ形

Ｃ級 　　　　高輝度１０形

１．誘導灯の分類が変わる 新等級分類９

従来型
避難口誘導灯 但し、Ｃ級は、矢印無に限る

等級 　　　　　　対応機種

Ａ級 　　　　大形４０Ｗ×２

Ｂ級 　　　　大形４０Ｗ×１

　　　　大形35(32)Ｗ×１

　　　　中形２０Ｗ×１

Ｃ級 　　　　小形１０Ｗ×１

注）寸法では適合するが、表示平均輝度の規格での問題が残る



１．誘導灯の分類が変わる 新等級分類１０

高輝度
通路誘導灯

等級 　　　　　　対応機種

Ａ級 　　　　高輝度４０形

Ｂ級 　　　　高輝度２０Ａ形

　　　　高輝度２０Ｂ形

Ｃ級 　　　　高輝度１０形

１．誘導灯の分類が変わる 新等級分類１１

従来型
通路誘導灯

等級 　　　　　　対応機種

Ａ級 　　　大形室内４０Ｗ×２

Ｂ級 　　　大形室内４０Ｗ×１

　　　大形室内35(32)Ｗ×１

　　　中形室内２０Ｗ×１

　　　大形廊下２０Ｗ×１

Ｃ級 　　　小型室内１０Ｗ×１

　　　中形廊下１０Ｗ×１

注）寸法では適合するが、表示平均輝度の規格での問題が残る

誘導灯に関する消防法改正の動向 新等級分類１２

2.誘導灯の設置間隔が変わる

　　　設置間隔一定

↓↓↓↓

誘導灯の級により設置間隔変化

目立ちやすい誘導灯を設置すれば設置間隔が長くなる



2．誘導灯の設置間隔が変わる 新等級分類１３

（１）避難口誘導灯から１つめの通路誘導灯までの距離

従来従来従来従来 　　大きさ等級に関係なく ２０ｍ２０ｍ２０ｍ２０ｍ 以下

↓↓↓↓
改正後改正後改正後改正後 　　避難口誘導灯の等級で決まる

　　　　　　距離　（ｍ）

等級 矢印なし 矢印あり

Ａ級 60 40

Ｂ級 30 20

Ｃ級 15

2．誘導灯の設置間隔が変わる 新等級分類１4

（2）通路誘導灯間の設置間隔

従来従来従来従来 　　大きさ等級に関係なく ２０ｍ２０ｍ２０ｍ２０ｍ 以下

↓↓↓↓
改正後改正後改正後改正後 　　避難口誘導灯の等級で決まる

　　　　　通路等級 　　　設置間隔(m)

　　　　　　　Ａ級 40

　　　　　　　Ｂ級 30

　　　　　　　Ｃ級 20

2．誘導灯の設置間隔が変わる 新等級分類１５

誘導灯の設置例（１）

建築用途：オヒィス
誘導灯：コンパクトスクエア２０Ｂ形（Ｂ級）

　→　屋外へ

６０ｍ

　　60m

　屋外へ←



2．誘導灯の設置間隔が変わる 新等級分類１６

誘導灯の設置例（１）

(従来基準) （改正基準）
屋外へ

屋外へ

20m

          30m

　→　→　→　→
20m

20m           30m

屋外へ

屋外へ

   20m         20m        20m         30m      30m

2．誘導灯の設置間隔が変わる 新等級分類１７

誘導灯の設置例（２）

建築用途：廊下
避難口誘導灯：コンパクトスクエア２０Ｂ形（Ｂ級）
通路誘導灯：中形廊下通路誘導灯（C級）

　　　　　　　　　　30m

屋外へ ←
２０ｍ

　　　　　　　　30m



2．誘導灯の設置間隔が変わる 新等級分類１８

誘導灯の設置例（２） 20m以内　20m以内

従来基準） 　　　　　　20m以内

曲がり角には
誘導灯設置

↓↓↓↓ 　　20m以内 　　10m以内

　30m以内

改正基準）
曲がり角には
誘導灯設置

　　　　　　30m以内

誘導灯に関する消防法改正の動向 新等級分類１９

３.誘導灯の設置大きさ規制が緩和

防火対象物により大きさを規制

↓↓↓↓

　規制は一部のみに緩和

大きさ規制緩和

3.誘導灯の設置大きさ規制が緩和 新等級分類２０

従来従来従来従来 　　不特定多数が使う建物は
大きい誘導灯を設置

↓↓↓↓
改正後改正後改正後改正後 　　対象となる防火対象物の種類が一

　　部緩和された



3.誘導灯の設置大きさ規制が緩和 新等級分類２１

　　　　　　　　　　　　　　従来 　　　　　　　　　　　　　　改正案
　　区分 　　　　　イ・ロの出口 　　　　　　ハ・ニの出口 　　　　　イ・ロの出口 　　　　　　ハ・ニの出口

　防火対象物 1000㎡以上 1000㎡未満 1000㎡以上 1000㎡未満 1000㎡以上 1000㎡未満 1000㎡以上 1000㎡未満

1 イ 劇場・映画館・館頼成

ロ 公会堂・集会所

2 イ キャバレー

ロ 遊技場・ダンスホール

3 イ 待合・料理店 中
ロ 飲食店 大 形

4 物販店 以
5 イ ホテル・旅館 形 上
6 イ 病院・診療所

ロ 福祉施設

ハ 幼稚園・各種養護学校

9 イ サウナ

10 駅・空港

16-2 地下街



3.誘導灯の設置大きさ規制が緩和 新等級分類２２

規制場所に設ける誘導灯（高輝度誘導灯）

　　　使用出来る誘導灯
Ａ級 　　　高輝度４０形

避難口誘導灯 Ｂ級で 　　　高輝度４０形
輝度×面積が２０以上

Ｂ級で 　　　高輝度２０Ｂ形キセノン付
点滅機能付き

通路誘導灯 Ａ級 　　　高輝度４０形
廊下・階段を除く Ｂ級で 　　　高輝度２０Ａ形

輝度×面積が２０以上

3.誘導灯の設置大きさ規制が緩和 新等級分類２３

規制場所に設ける誘導灯（従来型誘導灯）

　　　使用出来る誘導灯
Ａ級 　　　　大形４０Ｗ×２

避難口誘導灯 Ｂ級で 　　　　大形４０Ｗ×１
輝度×面積が２０以上　　　　　大形32（35)Ｗ×１
Ｂ級で 　　　　　大形32（35)Ｗ×１
点滅機能付き

通路誘導灯 Ａ級 　　　　大形４０Ｗ×２
廊下・階段を除く Ｂ級で 　　　　大形４０Ｗ×１

輝度×面積が２０以上　　　　　大形32（35)Ｗ×１

注）寸法では適合するが、表示平均輝度の規格での問題が残る

3.誘導灯の設置大きさ規制が緩和 新等級分類２４

その他の改正ポイント
設置免除となる防火対象物の範囲が拡大
避難口誘導灯の場合

　　従来 　　　改正後

　　歩行距離が 　　歩行距離が

　　避難階段で２０ｍ 　　避難階段で２０ｍ

　　避難階以外で１０ｍ以下 　　避難階以外で１０ｍ以下

及び

　居室の床面積が100㎡以下

但し、誘導灯を見通せる場合に限る



3.誘導灯に関する消防法改正の内容 新等級分類２５

設置免除となる防火対象物の範囲が拡大
通路誘導灯の場合
設置免除となる防火対象物の範囲が拡大
避難口誘導灯の場合

　　従来 　　　改正後

　　歩行距離が 　　歩行距離が

　　2０ｍ(30m）以下 　　避難階で４０ｍ

　　建物用途により異なる 　　避難階以外で３０ｍ以下

但し、誘導灯を見通せる場合に限る

→→→→ 階段で

　　　非常灯が設置されて

　　　　　　　　いる場合

3.誘導灯に関する消防法改正の内容 新等級分類２６

その他の改正ポイント
○ 誘導灯設置高さ制限が施行規則から全廃

現行基準
避難口誘導灯
：１．５ｍ以上 　　1.5m以上

→→→→ 規定なし

　通路誘導灯：１ｍ以下
(室内通路誘導灯は除く)

3.誘導灯に関する消防法改正の内容 新等級分類２７

その他の改正ポイント
○ 点滅・音声誘導灯の基準を施行規則に明記

　　新基準 避難する方向に設けられた感知器の作動により
点滅及び音声が停止すること。

　　　　　　　　　　停止

　　点滅誘導灯 　　　　　　煙



3.誘導灯に関する消防法改正の内容 新等級分類２８

その他の改正ポイント
○ 誘導灯の消灯してよい基準が施行規則に明記

条件) 　・　無人である場合
　・　外光により方向が識別出きる場所
　・　特に暗さが必要である場所

(映画館、プラネタリウムなど)
　・　関係者、及び雇用されている者のみが
　　　使用する場所

3.誘導灯に関する消防法改正の内容 新等級分類２９

その他の改正ポイント
○ 通路誘導灯（階段に設けるものを除く）の

床面照度の規定がなくなる

現行基準

　　直下から０．５ｍ離れた床面で１ →→→→ 規定なし

ルックス以上

○ 客席誘導灯の基準は変更なし
　　　　　　　　（客席通路中心線上で0.2ﾙｯｸｽ以上）

3.誘導灯に関する消防法改正の内容 新等級分類３０

その他の改正ポイント
　　新基準 ○　長時間（６０分）定格誘導灯の義務付け

　・　延べ面積　５０，０００㎡以上
　・　１５階以上で延べ面積３０，０００㎡以上
　・　地下街で延べ面積１，０００㎡以上



　今後の予定 新等級分類３１

1999.03.17          施行規則・告示の改正公布

↓↓↓↓

　　　　　　　市長村運用基準改正

↓↓↓↓

1999.10.1 施行

平成11年１０月１日現在で
現存する建築及び新築・増築などの工事中以外のものは
新しい基準での運用となる。




